
 

 

 

 

                  報道発表資料の配付日時 ７月 26 日（金）９時 00 分  

発 表 項 目

（ 行 事 名 ） 

＜公務員の働きがいってなんだろう？＞ 

第２回若手職員を対象とした「SDGs 勉強会」の開催について 

記者レクチャー 

の お 知 ら せ 

(実施日時) 

 

  発 表 者  

  発表場所  

概 要 

多様化・複雑化する地域課題の解決に向けて、振興局及び教育局、管内各

町の若手職員を対象として、６月 24 日に第１回目の SDGs 勉強会を開催した

ところですが、第２回目となる今回は、個人や社会にとっての「ウェルビー

イング（幸福）」をテーマに、主に入庁５年目までの若手職員を対象に開催

します。 

本勉強会では、寄付・投資・消費・貯蓄など様々なお金の使い方を通して、

自分のウェルビーイングの向上とお金の使い方の関係性を学び、さらには社

会をより良くする「働きがい」を再認識することで、近年目立つ若年層を中

心とした地方公務員の離職の課題について考えるきっかけづくりを目指しま

す。 

記 

１ 日 時 

令和６年７月 29 日（月）13:30～16:00 

２ 場 所 

日高合同庁舎 ４階講堂 

３ 内 容 

(1) アイスブレイク 

(2) ウェルビーイングの概要説明 

(3) カードゲームワークショップ「from Me」 

(4) グループワーク 

４ 講 師 

describe with 代表 高橋 優介 

５ 参集範囲 

日高振興局、日高教育局、各町の若手職員 

＊ウェルビーイングとは、個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、 

社会的に良好な状態にあることを意味する概念と定義されます。 

 

報 道 ( 取 材 )

に 当 た っ て

の お 願 い 

今年度の振興局重点施策に位置づけている人材育成・確保策の一環として

実施するものになりますので、積極的な取材・報道をよろしくお願いします。 

他 の ク ラ ブ 

と の 関 係 

 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

(場所) 

 

 

担 当 

（ 連 絡 先 ） 

北海道日高振興局地域創生部地域政策課 

地域政策課長 井溪 雅晴（電話：0146-22-9070） 

地域政策係長 上田 大河（電話：0146-22-9073） 
 

７／29（月）の行事 

 



令和６年度 第２回
「若手職員を対象としたSDGs勉強会」

勉強会イメージ（R6.6.24 日高合同庁舎４階講堂）

日 時：令和６年７月29日(月)13:30～16:00

場 所：日高合同庁舎4階講堂

対象者：日高振興局・日高教育局・各町の入庁５年目までの職員
（６年目以上の職員でも希望があればぜひご相談ください！）

講 師：describe with 代表 高橋優介 氏

ウェルビーイング とは「身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること」を意味します。

自身の日々の生活や行動・業務が社会とどのようにつながり、
どのように社会に変化を与えているのかこの勉強会を通じて再認識しましょう。



2011年より環境NGOで国立公園の環境保全、災害支援活動などに携わる。
2013年からは事務局⾧として団体の運営に関わり、寄付などによるファンド
レイジングやCSRを担当。現在はまちづくりやカーボンニュートラル、ウェ
ルビーイングのワークショップを手掛け、学校・企業・自治体など全国各
地でこれまでに15,000人以上が参加する。また、役所・企業・学校・NPO同
士を地域内でマッチングするサポートも行っている。

●青山学院大学社会情報学部認定ワークショップデザイナー
●SDGsカードワークショップ「2030 SDGs」公認ファシリテーター
●防災士ほか

2021年～ 上士幌町SDGs推進プロジェクトチーム コーディネーター
2022年～ 釧路町町民SDGsアンバサダーコーディネーター
2023年～ 浦河町SDGsワーキンググループコーディネーター

ナナイロひだか高校生応援プロジェクトコーディネーター

【ワークショップ】
ワークショップデザイン describe with 代表 高橋 優介

【ファシリテーション・グラフィック】
Kaerigoto 代表 古家 衣梨
北海道大学農学部卒、北海道大学大学院環境科学院修了。
サイエンス教室の先生などの職歴を経て、現在パラレルワーカー。
発達障害を持つ児童や大人と関わる就労移行支援員・児童支援員のほか、
自然体験コーディネーターやファシリテーション・グラフィッカー、
イラストレーター、ライターなどとしても活動中。

●NPO法人共育フォーラム自然体験プログラムコーディネーター
●NPO法人市民と科学技術の仲介者たちファシリテーター
●北海道大学科学技術コミュニケーション教育研究部門（CoSTEP）修了

2021～2022年 上士幌町SDGs推進プロジェクトチームコーディネーター
2023年～ ナナイロひだか高校生応援プロジェクトコーディネーター

講 師 略 歴


